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令和７年小樽市議会第３回定例会 

市  長  提  案  説  明 

 

令 和 ７ 年 第 ３ 回 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 た だ 今 上 程 さ れ ま し た 各 案 件

について 、提案 理 由の概要 を説明 申 し上げま す。  

  

初 め に 、 議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ５ 号 ま で の 令 和 ７ 年 度 各 会 計 補 正 予 算

について 説明申 し 上げます 。  

 まず、議案第 １号 につきま しては 、障 害者総合 支援法 等 の改正に より、

本 年 １ ０ 月 か ら 、 障 害 者 の 就 労 選 択 の 支 援 に 係 る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス が 開

始 さ れ る こ と に 伴 う 費 用 を 計 上 し た ほ か 、 債 務 負 担 行 為 と し て 、 北 海 道

か ら 日 本 海 沿 岸 の 地 震 に よ る 津 波 被 害 を 加 え た 新 た な 被 害 想 定 が 公 表 さ

れ た こ と に よ り 、 本 市 業 務 継 続 計 画 を 改 定 す る 費 用 や 、 安 定 的 な 除 雪 体

制を維持 するた め 、タイヤ ドーザ １ 台の更新 費用を 計 上いたし ました 。  

ま た 、 庁 舎 建 設 に 必 要 な 資 金 の 確 保 と し て 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金 組

合への納 付金を 計 上いたし ました 。  

そ の ほ か 、 ６ 年 度 ま で に 超 過 交 付 と な っ た 国 庫 支 出 金 等 の 返 還 金 を 計

上 す る と と も に 、 ６ 年 度 一 般 会 計 の 決 算 剰 余 金 の ２ 分 の １ を 「 財 政 調 整

基金」へ 積み立 て るなど、 所要の 補 正を計上 いたし ま した。  

こ れ ら に 対 す る 財 源 と い た し ま し て は 、 普 通 交 付 税 及 び 地 方 特 例 交 付

金 に つ い て 、 本 年 度 の 交 付 額 が 決 定 し た こ と か ら 所 要 の 補 正 を 計 上 し た

上 で 、 国 ・ 道 支 出 金 、 寄 附 金 、 繰 入 金 、 繰 越 金 及 び 諸 収 入 を 計 上 し た と

ころであ ります 。  

以 上 の 結 果 、 一 般 会 計 に お け る 補 正 額 は 、 ４ 億 ５ ， ７ ７ ６ 万 ２ ， ０ ０

０ 円 の 増 と な り 、 財 政 規 模 は ６ ６ ９ 億 １ ８ ９ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 と な り ま し

た。  

 次 に 、 議 案 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 補 正 予 算 に

ついて説 明申し 上 げます。  
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 国 民 健 康 保 険 事 業 、 介 護 保 険 事 業 及 び 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 に つ き ま し

て は 、 ６ 年 度 決 算 剰 余 金 を 繰 越 金 と し て 計 上 す る な ど 、 所 要 の 補 正 を 計

上いたし ました 。  

企 業 会 計 で は 、 下 水 道 事 業 に お い て 、 埼 玉 県 八 潮 市 で 発 生 し た 道 路 陥

没 事 案 に よ る 国 か ら の 調 査 実 施 要 請 を 受 け 、 「 大 規 模 下 水 道 管 路 特 別 重

点調査事 業費」 を 計上いた しまし た 。  

 

 次 に 、 議 案 第 ６ 号 か ら 議 案 第 １ ７ 号 ま で の 令 和 ６ 年 度 各 会 計 決 算 認 定

について 説明申 し 上げます 。  

 一 般 会 計 に つ き ま し て は 、 歳 入 総 額 ６ ４ ８ 億 ２ ， ７ ９ １ 万 ３ ， ８ ６ ８

円 に 対 し 、 歳 出 総 額 は ６ ４ ６ 億 ２ ， ２ ３ ０ 万 ４ ， ３ ５ ３ 円 で 、 歳 入 か ら

歳出を差 し引い た 額は２億 ５６０ 万 ９，５１ ５円と な りました 。  

こ の 額 か ら 翌 年 度 に 繰 り 越 し た 歳 出 予 算 に 充 当 す べ き 財 源 ５ ３ ３ 万 ８ ，

０００円 を差し 引 いた実質 収支 は ２ 億２７万 １，５１ ５円の黒 字とな り、

これを翌 年度に 繰 り越すこ ととし 、 決算を了 したと こ ろであり ます。  

ま た 、 こ の 実 質 収 支 か ら 、 前 年 度 の 実 質 収 支 を 差 し 引 い た 単 年 度 収 支

は １ ０ 億 ８ ， ４ ５ ６ 万 ８ ， ４ ９ ０ 円 の 赤 字 、 さ ら に 財 政 調 整 基 金 へ の 積

立 て や 取 崩 し を 考 慮 し た 実 質 単 年 度 収 支 は 、 ８ 億 １ ， ７ ２ １ 万 ８ ， ５ １

０円の赤 字とな り ました。  

歳 入 で は 、 固 定 資 産 税 や 地 方 交 付 税 な ど が 予 算 を 上 回 り 、 歳 出 で は 、

職 員 給 与 費 や 他 会 計 へ の 繰 出 金 な ど に お い て 不 用 額 が 生 じ た こ と に よ り 、

実 質 収 支 が 黒 字 と な り ま し た が 、 決 算 に お い て も 財 政 調 整 基 金 の 繰 入 れ

を要して おり、単 年度収支 、実質 単 年度収支 は、２ 年 度以来の 赤字と な っ

たもので ありま す 。  

「 地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ く 、 健 全 化 判 断

比 率 等 に つ き ま し て は 、 「 実 質 赤 字 比 率 」 と 「 連 結 実 質 赤 字 比 率 」 は 、

５ 年 度 に 引 き 続 き 比 率 自 体 が 計 上 さ れ な い こ と と な り 、 「 実 質 公 債 費 比

率 」 は ３ ． ６ パ ー セ ン ト 、 「 将 来 負 担 比 率 」 は ２ ６ ． ６ パ ー セ ン ト と な
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り、いず れも早 期 健全化基 準を下 回 っており ます。  

ま た 、 公 営 企 業 会 計 の 「 資 金 不 足 比 率 」 に つ き ま し て は 、 対 象 と な る

全 て の 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 に お い て 、 同 法 上 の 資 金 不 足 を 生 じ な か っ

たため、 比率自 体 が計上さ れない こ ととなり ました 。  

次 に 、 ６ 年 度 に 実 施 し た 主 な 施 策 に つ い て 、 「 人 口 対 策 」 、 「 次 世 代

を 見 据 え た ま ち づ く り 」 、 「 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り 」 、 「 活 力 を 生

み 出 す ま ち づ く り 」 、 「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り 」 、 「 暮 ら し を 支 え る

まちづく り」に 分 けて説明 申し上 げ ます。  

ま ず 、 １ 点 目 の 「 人 口 対 策 」 に つ き ま し て は 、 「 安 心 し て 子 育 て で き

る 環 境 づ く り 」 と し て 、 こ ど も の 医 療 費 助 成 に お け る 高 校 生 年 代 ま で の

入 院 ・ 通 院 医 療 費 の 実 質 無 償 化 や 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 利 用 手 数 料 の 無

償 化 な ど 、 子 育 て に 係 る 家 計 負 担 の 軽 減 を 図 っ た ほ か 、 こ ど も 家 庭 セ ン

タ ー を 設 置 し 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で の 一 体 的 な 相 談 支 援 を 行 え る 体

制 を 整 備 し ま し た 。 ま た 、 老 朽 化 し た 公 園 遊 具 の 更 新 や 、 旧 色 内 小 学 校

跡 地 を 地 域 住 民 等 が 集 え る 広 場 と し て 遊 具 等 を 整 備 し 、 子 育 て 環 境 の 充

実 を 図 っ た ほ か 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に お い て タ ブ レ ッ ト 端 末 を 使 用 し た

学 習 に 対 応 す る た め の Ｗ ｉ － Ｆ ｉ 設 備 を 整 備 す る な ど 、 学 習 環 境 の 改 善

を図りま した。  

「 事 業 ・ 就 業 へ の 支 援 」 と い た し ま し て は 、 高 校 生 や 大 学 生 な ど の 若

者 の 就 職 率 向 上 と 地 元 定 着 を 目 的 と し た 、 企 業 見 学 ツ ア ー や 企 業 出 前 説

明 会 を 行 う と と も に 、 若 者 就 職 マ ッ チ ン グ 支 援 事 業 の 認 知 度 を 高 め る た

め の Ｓ Ｎ Ｓ 広 告 や 、 札 幌 圏 へ 通 学 し て い る 市 内 学 生 へ の ア プ ロ ー チ 強 化

の た め 、 札 幌 圏 の 大 学 等 へ の 周 知 を 実 施 い た し ま し た 。 ま た 、 「 移 住 の

促 進 」 と し て 、 北 海 道 と の 共 同 に よ り 、 東 京 圏 か ら 移 住 し 、 就 業 の 要 件

を 満 た し た 場 合 等 に 支 援 金 を 支 給 す る 事 業 を 引 き 続 き 実 施 し た ほ か 、 移

住 情 報 サ イ ト 「 笑 （ え ） に な る お た る 」 な ど に よ り 、 移 住 希 望 者 に 対 す

る情報の 発信に 努 めました 。  

２ 点 目 の 「 次 世 代 を 見 据 え た ま ち づ く り 」 に つ き ま し て は 、 文 学 館 ・
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美 術 館 と 総 合 体 育 館 に お い て キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 を 導 入 し た ほ か 、 都 市

計 画 に 関 連 す る 情 報 を は じ め 、 市 が 保 有 す る 各 種 情 報 の デ ー タ を イ ン

タ ー ネ ッ ト 上 で 一 般 公 開 し 、 市 民 や 事 業 者 の 方 が 、 市 役 所 に 出 向 く こ と

なく取得 できる よ う公開型 ＧＩＳ シ ステムを 整備い た しました 。  

ま た 、 観 光 戦 略 の 企 画 立 案 や 効 果 的 な 施 策 検 討 に つ な げ る た め 、 Ｇ Ｐ

Ｓ人流デ ータを 活 用した観 光入込 調 査を実施 いたし ま した。  

そ の ほ か 、 保 健 所 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 等 の 行 政 機 能 と 関 連 機 関 等 を

ウ イ ン グ ベ イ 小 樽 へ 移 転 し 、 公 共 施 設 等 の 再 編 を 実 施 し た ほ か 、 脱 炭 素

社 会 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る た め 、 市 民 向 け リ ー フ レ ッ ト の 配 布

や、事業 者向け の 省エネ診 断支援 を 実施いた しまし た 。  

３ 点 目 の 「 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り 」 に つ き ま し て は 、 本 市 を 代 表

す る 重 要 文 化 財 で あ る 、 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 の 保 存 修 理 工 事 を

終え、リニュ ーア ルオープ ンに向 け て展示造 作や駐 車 場を整備 したほ か、

旧 北 海 製 罐 倉 庫 株 式 会 社 第 ３ 倉 庫 が 建 設 か ら １ ０ ０ 周 年 を 迎 え る こ と を

記念した フォー ラ ムを開催 いたし ま した。  

４ 点 目 の 「 活 力 を 生 み 出 す ま ち づ く り 」 に つ き ま し て は 、 企 業 誘 致 促

進 に 向 け 、 全 国 規 模 で 行 わ れ る 国 内 企 業 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 に 参 画

し た ほ か 、 小 樽 観 光 協 会 が 実 施 す る 夜 の 観 光 振 興 の た め の ナ イ ト イ ン

フォメー ション の 取組や 、冬季 閑散 期対策を 目的と し たイベン トに対 し、

引き続き 助成い た しました 。  

５ 点 目 の 「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り 」 に つ き ま し て は 、 後 志 管 内 消 防

指 令 業 務 の 共 同 化 に 伴 い 、 後 志 共 同 消 防 指 令 セ ン タ ー の 整 備 を 進 め た ほ

か 、 市 内 の 私 立 保 育 所 等 の 冷 房 設 備 整 備 に 対 し て 補 助 を 行 い 、 熱 中 症 な

どの健康 リスク の 低減を図 りまし た 。  

 ６ 点 目 の 「 暮 ら し を 支 え る ま ち づ く り 」 に つ き ま し て は 、 口 腔 を 通 じ

て 全 身 の 健 康 維 持 ・ 増 進 を 図 る た め 、 成 人 を 対 象 と し た 歯 周 病 検 診 を 新

た に 実 施 し た ほ か 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め の 職 員 向 け セ ミ ナ ー

等を実施 し、自 治 体初の「 おもて な し規格認 証」を 取 得いたし ました 。  
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そ の ほ か 、 国 の 補 正 予 算 等 に よ る 、 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し 、 エ

ネ ル ギ ー ・ 食 料 品 価 格 等 の 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け た 生 活 者 や 事 業 者 に 対

する各種 支援事 業 を実施し ました 。  

次に、予 算と 決算の 対比につ いて 、その 主なもの を説明 申 し上げま す。  

一 般 会 計 の 歳 入 に つ き ま し て は 、 地 方 交 付 税 で 約 ３ 億 ８ ， ５ ４ ３ 万 円

の 増 収 と な り ま し た が 、 国 庫 支 出 金 で 約 １ ３ 億 ６ ， ８ ５ ２ 万 円 、 繰 入 金

で 約 １ ５ 億 １ ， ９ ８ １ 万 円 、 諸 収 入 で 約 ３ 億 ９ ， ６ ７ ８ 万 円 、 市 債 で 約

９ 億 ５ ， ６ ３ ０ 万 円 な ど の 減 収 と な っ た こ と か ら 、 歳 入 総 額 で は 約 ４ ３

億 ４ ， ３ ９ ３ 万 円 の 減 収 と な り ま し た が 、 こ の う ち 約 １ ２ 億 ２ ， ６ ２ ３

万 円 に つ い て は 、 繰 越 事 業 の 財 源 と し て 、 ７ 年 度 に 歳 入 が 見 込 ま れ る も

のであり ます。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 繰 越 事 業 分 を 除 き 、 約 ３ ３ 億 １ ， ７ ９ ７ 万 円 の

不 用 額 を 生 じ ま し た が 、 こ の 主 な も の と い た し ま し て は 、 総 務 費 で 、 ふ

るさと応 援基金 積 立金の減 などに よ り約５億 ９，２ ７１ 万円、民 生費で 、

生 活 保 護 費 の 扶 助 費 の 減 な ど に よ り 約 ５ 億 ２ ， ４ ８ ２ 万 円 、 衛 生 費 で 、

各 種 予 防 接 種 費 の 委 託 料 の 減 な ど に よ り 約 ５ 億 ７ ， ８ ５ ７ 万 円 、 土 木 費

で、除雪 費の減 な どにより 約５億 ５ ，８４８ 万円の 減 となりま した。  

次 に 、 特 別 会 計 の う ち 主 な 会 計 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す と 、 ま ず 、

国 民 健 康 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 歳 入 総 額 １ ２ ６ 億 ７ ， ０ ６ ８ 万 ６ ，

５ ９ ０ 円 に 対 し 、 歳 出 総 額 １ ２ ５ 億 ７ ， ０ ３ ７ 万 ７ ， １ ７ ８ 円 と な り 、

差 引 き １ 億 ３ ０ 万 ９ ， ４ １ ２ 円 の 剰 余 金 を 生 じ ま し た 。 な お 、 道 支 出 金

が 超 過 交 付 と な っ た ２ １ ５ 万 ７ ， ０ ５ ２ 円 に つ い て は 、 ７ 年 度 に 精 算 す

るもので ありま す 。  

住 宅 事 業 に つ き ま し て は 、 歳 入 歳 出 総 額 と も に ８ 億 ３ ， ７ ７ １ 万 ９ ，

０７９円 となり ま した。  

主 な 事 業 と い た し ま し て は 、 公 営 住 宅 建 替 事 業 と し て 、 新 塩 谷 Ｂ 住 宅

の造成工 事及び 新 新光Ｆ住 宅用地 の 測量調査 を実施 い たしまし た。また 、

市 営 住 宅 改 善 事 業 と し て 、 桜 Ａ 住 宅 １ 号 棟 ・ ４ 号 棟 及 び ５ 号 棟 の 外 壁 等
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改修工事 等を実 施 いたしま した。  

な お 、 住 宅 事 業 に つ き ま し て は ６ 年 度 を も っ て 特 別 会 計 を 廃 止 い た し

ました。  

介 護 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 歳 入 総 額 １ ５ ４ 億 １ ， ６ ６ ０ 万 ７ ， ６

８ ８ 円 に 対 し 、 歳 出 総 額 １ ５ ２ 億 ７ ， ２ ９ ９ 万 ２ ， ４ ５ ２ 円 と な り 、 差

引 き １ 億 ４ ， ３ ６ １ 万 ５ ， ２ ３ ６ 円 の 剰 余 金 を 生 じ ま し た 。 な お 、 国 ・

道 支 出 金 及 び 支 払 基 金 交 付 金 の う ち 、 超 過 交 付 と な っ た １ 億 ３ ， １ １ ４

万９４８ 円につ い ては、７ 年度に 精 算するも のであ り ます。  

後期高齢 者医療 事 業につき まして は、歳入総額 ２５億 ８，１４６万 ７，

２ ３ ４ 円 に 対 し 、 歳 出 総 額 ２ ４ 億 ９ ， ６ ６ ２ 万 ７ ， ４ ４ ４ 円 と な り 、 差

引 き ８ ， ４ ８ ３ 万 ９ ， ７ ９ ０ 円 の 剰 余 金 を 生 じ ま し た 。 こ の 剰 余 金 は 、

６ 年 度 の 出 納 整 理 期 間 中 に 収 納 し た 保 険 料 で あ り 、 ７ 年 度 に 北 海 道 後 期

高齢者医 療広域 連 合へ納付 するも の でありま す。  

次に、企 業会計 に ついて説 明申し 上 げます。  

病院事業 につき ま しては、予算 額に対 し、収益 的収 支にお きまして は、

収 入 は 入 院 収 益 及 び 外 来 収 益 の 減 な ど に よ る 医 業 収 益 の 減 に よ り ３ 億 ８ ，

５ ２ １ 万 ９ ， ９ ４ ９ 円 の 減 収 と な り 、 支 出 で は 給 与 費 、 経 費 な ど の 減 に

よ る 医 業 費 用 の 減 な ど で ４ 億 ８ ， ６ ０ １ 万 ４ ， ８ ８ ９ 円 の 不 用 額 を 生 じ

ました。  

資 本 的 収 支 に お き ま し て は 、 収 入 は 企 業 債 の 減 な ど に よ り ８ １ ５ 万 ７

０２円の 減収と な り、支出 では建 設改 良費の減 などに よ り、不用 額は２ ，

１４０万 ２，６ ６ １円とな りまし た 。  

なお、当 年度純 損 失１０億 ９，５ ４ ６万１，７２３ 円 につきま しては 、

当年度未 処理欠 損 金として 処理す る 予定であ ります 。  

水道事業 につき ま しては、予算 額に対 し、収益 的収 支にお きまして は、

収入は給 水収益 の 増などに より１ ，３ ２１万７ ，８９ ０円 の増収と なり、

支 出 で は 営 業 費 用 な ど で １ 億 ２ ， ６ １ ２ 万 ９ ２ １ 円 の 不 用 額 を 生 じ ま し

た。  
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 資 本 的 収 支 に お き ま し て は 、 収 入 は 企 業 債 借 入 れ の 減 な ど に よ り ４ 億

３ ， ２ ９ ６ 万 ４ ， ９ ６ ８ 円 の 減 収 と な り 、 支 出 で は 建 設 改 良 費 な ど で ３

億８，７ ２１万 ２ ，６６５ 円の不 用 額を生じ ました 。  

 なお、当年度 未 処分利益 剰余金 ４ 億８，１ ５６万 ４，００２円 のうち 、

２ 億 ４ ， ９ ４ ５ 万 ２ ， ９ ０ １ 円 に つ き ま し て は 、 自 己 資 本 金 と し て 処 分

し 、 ２ 億 ３ ， ２ １ １ 万 １ ， １ ０ １ 円 に つ き ま し て は 、 減 債 積 立 金 と し て

処分する 予定で あ ります。  

 下 水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 予 算 額 に 対 し 、 収 益 的 収 支 に お き ま し て

は 、 収 入 は 下 水 道 使 用 料 の 増 な ど に よ り ２ ， ８ ４ １ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 の 増

収 と な り 、 支 出 で は 営 業 費 用 な ど で ８ ， ８ ８ ７ 万 ６ ， ８ １ ４ 円 の 不 用 額

を生じま した。  

 資 本 的 収 支 に お き ま し て は 、 建 設 改 良 費 の 一 部 を 翌 年 度 へ 繰 り 越 し た

ことなど から、収入 は企業債 、交付 金の 減な どに より１ ０ 億１６４ 万３，

６２７円 の減収 と なり、支 出では 建設 改良費な どで３ 億 ３，３０ ４万８ ，

４９２円 の不用 額 を生じま した。  

 な お 、 ２ 億 ５ ， ６ １ ９ 万 １ ， ８ ０ ４ 円 の 当 年 度 純 損 失 を 生 じ た こ と に

よ り 、 当 年 度 未 処 理 欠 損 金 は ２ 億 ４ ， ０ ６ ５ 万 ５ ， ０ ９ ５ 円 と な り ま す

ので、同 額を翌 年 度繰越欠 損金と し て処理す る予定 で あります 。  

 産 業 廃 棄 物 等 処 分 事 業 に つ き ま し て は 、 予 算 額 に 対 し 、 収 益 的 収 支 に

お き ま し て は 、 収 入 は 産 業 廃 棄 物 等 処 分 手 数 料 の 減 な ど に よ り ２ ， ０ ９

１ 万 ６ ， ４ ２ ３ 円 の 減 収 と な り 、 支 出 で は 維 持 管 理 費 な ど で １ ， ４ ４ ５

万４，８ ６１円 の 不用額を 生じま し た。  

 資 本 的 収 支 に お き ま し て は 、 一 般 会 計 長 期 貸 付 金 の 償 還 に よ り １ ， ０

００万円 の収入 が 生じまし た。  

 な お 、 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 ４ ， ６ ９ ５ 万 １ ， ２ ２ ８ 円 に つ き ま し

ては、全 額を利 益 積立金と して処 分 する予定 であり ま す。  

 簡 易 水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 予 算 額 に 対 し 、 収 益 的 収 支 に お き ま し

て は 、 収 入 は 他 会 計 補 助 金 の 減 な ど に よ り ８ ７ ４ 万 ９ ， ６ ３ ７ 円 の 減 収
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と な り 、 支 出 で は 営 業 費 用 な ど で ８ ３ ６ 万 ７ ， １ ８ １ 円 の 不 用 額 を 生 じ

ました。  

 資 本 的 収 支 に お き ま し て は 、 収 入 は 道 補 助 金 の 減 な ど に よ り ２ １ ９ 万

６ ， ４ ４ ６ 円 の 減 収 と な り 、 支 出 で は 出 資 金 な ど で ２ ７ ４ 万 ３ ， ５ ８ ０

円の不用 額を生 じ ました。  

 な お 、 当 年 度 純 損 失 ６ １ ６ 万 ３ ， ６ ９ １ 円 に つ き ま し て は 、 当 年 度 未

処理欠損 金とし て 処理する 予定で あ ります。  

 

 続 き ま し て 、 議 案 第 １ ８ 号 か ら 議 案 第 ２ ６ 号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上

げます。  

 議 案 第 １ ８ 号  職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 国 家 公 務 員 に 準 じ 、 仕 事 と 育 児 の 両 立

支 援 制 度 の 利 用 に 関 す る 職 員 の 意 向 確 認 等 の 措 置 を 講 じ る も の で あ り ま

す。  

 議 案 第 １ ９ 号  職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 案 に つ き ま し て は 、 国 家 公 務 員 に 準 じ 、 部 分 休 業 の 取 得 要 件 を 緩 和 す

る と と も に 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 改 正 に よ り 部

分休業が 拡充さ れ ることに 伴う所 要 の改正を 行うも の でありま す。  

 議 案 第 ２ ０ 号  水 道 事 業 給 水 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し

て は 、 国 か ら の 通 知 を 踏 ま え 、 災 害 等 の 場 合 に お い て 、 他 の 水 道 事 業 者

が 指 定 し た 工 事 事 業 者 等 に よ る 給 水 装 置 工 事 の 施 行 を 可 能 に す る と と も

に、所要 の改正 を 行うもの であり ま す。  

 議 案 第 ２ １ 号  下 水 道 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、

国 か ら の 通 知 を 踏 ま え 、 災 害 等 の 場 合 に お い て 、 他 の 公 共 下 水 道 管 理 者

が 指 定 し た 工 事 店 等 に よ る 排 水 設 備 工 事 の 実 施 を 可 能 に す る と と も に 、

所要の改 正を行 う ものであ ります 。  
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 議 案 第 ２ ２ 号  小 樽 市 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 小 樽 市 立 病 院 の 診 療 科 目 と し て 呼 吸 器 外 科 を

新設する もので あ ります。  

 議 案 第 ２ ３ 号 か ら 議 案 第 ２ ５ 号 ま で の 工 事 請 負 変 更 契 約 に つ き ま し て

は 、 手 宮 公 園 競 技 場 ト ラ ッ ク 等 改 修 工 事 、 公 営 住 宅 建 替 工 事 及 び 公 営 住

宅建替機 械設備 工 事の請負 変更契 約 を締結す るもの で あります 。  

 議 案 第 ２ ６ 号  損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ き ま し て は 、 令 和 ６ 年 １ ０ 月 ６

日 に 発 生 し た 消 防 本 部 の 救 助 工 作 車 に よ る 照 明 灯 の 損 傷 事 故 に 係 る 損 害

賠償につ いて、 そ の賠償額 を決定 す るもの で ありま す 。  

 以 上 、 概 括 的 に 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 何 と ぞ 原 案 ど お り 御 可 決 、

御認定賜 ります よ うお願い 申し上 げ ます。  


